
出

航

す

る

「

生

産

性

の

船

」

第

１

号

船

・

さ

く

ら

丸

（

横

浜

大

桟

橋

、

１

９

７

１

年

５

月

７

日

）

。

■

新

し

い

時

代

に

ふ

さ

わ

し

い

産

業

人

育

成

　

１

９

７

１

年

５

月

７

日

正

午

。

日

本

生

産

性

本

部

に

よ

る

「

生

産

性

の

船

」

第

１

号

船

・

さ

く

ら

丸

（

１

万

２

千

ト

ン

）

が

横

浜

大

桟

橋

か

ら

出

航

し

た

。

乗

船

し

て

い

た

の

は

講

師

や

リ

ー

ダ

ー

、

参

加

者

４

０

０

人

余

り

。

一

行

は

�

日

ま

で

の

２

週

間

、

船

上

研

修

を

重

ね

な

が

ら

香

港

、

台

湾

、

沖

縄

の

寄

港

地

で

は

各

生

産

性

本

部

を

訪

問

。

各

地

の

青

年

と

の

国

際

交

流

で

友

情

を

深

め

、

相

互

啓

発

を

図

っ

た

。

　

「

生

産

性

の

船

」

は

生

産

性

運

動

�

周

年

記

念

事

業

の

一

環

と

し

て

、

青

少

年

勤

労

者

や

第

一

線

監

督

者

、

若

年

経

営

者

を

対

象

と

し

た

洋

上

訓

練

と

し

て

計

画

。

規

律

あ

る

団

体

生

活

の

中

で

〝

友

情

と

創

造

の

社

会

を

求

め

て

〟

を

主

題

に

グ

ル

ー

プ

別

、

階

層

別

の

研

修

を

行

っ

た

。

「

新

し

い

時

代

に

ふ

さ

わ

し

い

産

業

人

の

育

成

」

が

目

的

だ

っ

た

。

■

世

界

の

発

展

に

貢

献

す

べ

き

　

第

１

号

船

の

事

前

合

宿

研

修

（

２

月

�

日

～

３

月

１

日

）

は

神

奈

川

・

大

磯

ロ

ン

グ

ビ

ー

チ

ホ

テ

ル

で

開

催

。

船

上

研

修

の

チ

ー

ム

編

成

や

研

修

日

程

の

説

明

、

ユ

ニ

フ

ォ

ー

ム

の

寸

法

合

わ

せ

、

渡

航

手

続

き

な

ど

が

行

わ

れ

た

。

　

出

航

前

日

に

は

結

団

式

。

団

長

の

本

部

常

務

理

事

／

事

務

局

長

・

溜

島

武

雄

は

、

わ

が

国

の

生

産

性

運

動

は

自

由

主

義

経

済

圏

の

み

な

ら

ず

共

産

圏

で

も

注

目

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

指

摘

し

、

参

加

者

に

「

生

産

性

の

船

が

今

後

の

大

き

な

飛

躍

の

契

機

に

な

る

こ

と

を

希

望

す

る

」

と

話

し

た

（

『

生

産

性

の

船

・

１

号

船

報

告

書

昭

和

�

年

度

』

）

。

　

同

報

告

書

に

溜

島

は

、

生

産

性

の

船

は

「

予

想

外

の

成

果

を

収

め

大

成

功

で

あ

っ

た

」

と

し

、

次

の

よ

う

に

記

す

。

　

「

も

は

や

、

日

本

の

経

済

成

長

と

日

本

だ

け

の

繁

栄

を

追

求

す

る

時

代

は

去

っ

た

。

日

本

は

ア

ジ

ア

諸

国

の

繁

栄

に

よ

っ

て

世

界

の

発

展

に

貢

献

す

べ

き

使

命

を

持

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。

ア

ジ

ア

の

一

端

を

視

察

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

世

界

的

視

野

に

立

っ

て

物

を

考

え

る

こ

と

が

で

き

れ

ば

、

今

日

の

日

本

が

要

求

す

る

国

際

的

感

覚

を

持

っ

た

産

業

人

の

育

成

に

充

分

期

待

し

う

る

こ

と

に

な

ろ

う

。

」

　

「

生

産

性

の

船

」

は

そ

の

後

、

ル

ー

ト

や

日

程

な

ど

を

変

え

な

が

ら

今

日

ま

で

継

続

。

２

０

２

４

年

�

月

に

は

第

１

４

６

号

船

を

開

催

。

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

や

タ

イ

な

ど

で

洋

上

研

修

が

行

わ

れ

た

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）


